
安心して子育てできるまちに

　

広
域
避
難
場
所
や
災
害
時
孤
立
可
能
性
地

区
へ
の
防
災
備
蓄
倉
庫
の
整
備
は
、
新
年
度

に
全
て
完
了
し
ま
す
。
土
砂
災
害
対
策
と
し

て
、
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
た
地
域
の
自
治

会
と
協
力
し
て
独
自
の
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成

す
る
ほ
か
、
北
地
区
に
設
置
し
た
警
報
シ
ス

テ
ム
は
、
河
川
監
視
カ
メ
ラ
の
新
設
や
防
災

行
政
無
線
と
の
連
動
に
よ
り
機
能
を
強
化
し

ま
す
。
災
害
時
の
拠
点
と
な
る
市
役
所
本
庁

舎
は
、
引
き
続
き
耐
震
化
を
進
め
、
設
備
の

更
新
や「
教
育
庁
舎
」を
利
用
し
て
機
能
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　

防
犯
対
策
と
し
て
は
、
駅
周
辺
な
ど
13
カ

所
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
新
設
す
る
ほ
か
、
地
域

住
民
や
学
識
経
験
者
ら
と
協
力
し
て
空
き
家

対
策
計
画
を
作
成
し
、
適
正
な
管
理
と
活
用

を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
若
者
の
ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
支
援

窓
口
の
新
設
や
女
性
相
談
窓
口
の
一
本
化
に

向
け
、
相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
障
害
者
の
生
活
支
援
拠
点
の
整
備
や
、

供
用
か
ら
16
年
を
迎
え
る「
お
お
ね
公
園
」の

再
整
備
に
向
け
た
検
討
を
始
め
ま
す
。

　

二
宮
尊
徳
翁
の
教
え
に「
凡お

よ

そ
事
を
成
さ

ん
と
欲
せ
ば
、
始は

じ
め

に
其
の
終
り
を
詳

つ
ま
び
らか
に
す

べ
し
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
ま
ち
づ

く
り
も
、
終
着
点
・
着
地
点
を
し
っ
か
り
と

見
据
え
、
計
画
を
立
て
て
か
ら
最
初
の
一
手

に
着
手
す
る
こ
と
が
成
功
の
秘
訣
で
す
。
今

回
策
定
す
る
後
期
基
本
計
画
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
政
策
の
実
現
を
支
え
る
行
財
政
改
革
や
、

40
年
先
を
見
据
え
た
公
共
施
設
の
再
配
置
を

計
画
に
織
り
込
み
、
相
互
の
連
携
を
明
確
に

し
て
い
ま
す
。

　

未
来
と
い
う
果
て
し
な
く
続
く
夢
の
先
に

見
え
る
希
望
の
光
を
し
っ
か
り
と
見
つ
め
、

計
画
を
着
実
に
実
現
し
、
次
世
代
に
つ
な
い

で
い
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

「
小
さ
な
声
が
届
く
公
平
・
透
明
な
市
政
」、

「
市
民
力
・
地
域
力
を
生
か
し
た
市
政
」、「
ス

ピ
ー
デ
ィ
な
改
革
で
、安
定
感
の
あ
る
市
政
」

と
い
う
基
本
姿
勢
を
も
と
に
、
一
層
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

内
所
の
活
用
や
観
光
農
業
の
振
興
な
ど
、
地

域
資
源
を
生
か
し
た
地
域
経
済
の
活
性
化
に

も
取
り
組
み
ま
す
。

　

４
月
か
ら
５
園
と
な
る
公
立
認
定
こ
ど
も

園
な
ど
を
生
か
し
て
、
社
会
全
体
で
子
育
て

や
教
育
を
支
援
す
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。
妊
娠
、
出
産
か
ら
育
児
ま
で
切

れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う
た
め
、
今
年
度
か

ら
配
置
し
た
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
増
員
す
る
ほ
か
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
増
設
し
ま
す
。
秦
野
赤
十
字
病

院
の
分
娩
再
開
に
向
け
て
は
、
引
き
続
き
関

係
す
る
機
関
と
連
携
し
て
い
く
と
と
も
に
、

分
娩
の
取
り
扱
い
を
予
定
し
て
い
る
八
木
病

院
の
移
転
に
協
力
し
ま
す
。
ま
た
、
全
て
の

公
立
幼
稚
園
で
新
た
に
一
時
預
か
り
事
業
を

導
入
し
ま
す
。
小
・
中
学
校
で
は
教
育
指
導

助
手
と
介
助
員
を
増
員
し
、
子
供
た
ち
の
学

力
の
定
着
と
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

施
設
整
備
で
は
、
消
防
署
西
分
署
の
建
て

替
え
に
併
せ
て
、
西
中
学
校
の
体
育
館
を
多

機
能
型
施
設
と
す
る
た
め
の
整
備
構
想
を
策

定
し
て
い
き
ま
す
。
表
丹
沢
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー
に
は
、
子
供
た
ち
が
自
然
の
中
で
新
た

な
交
流
や
体
験
が
で
き
る「
森
林
遊
び
場（
仮

称
）」や「
昔
の
生
活
学
習
館（
仮
称
）」を
建
設

し
ま
す
。

　

現
在
小
学
４
年
生
ま
で
と
し
て
い
る
子
供

の
通
院
に
係
る
医
療
費
助
成
の
対
象
を
、
10

月
か
ら
は
６
年
生
ま
で
に
拡
大
し
ま
す
。
建

物
内
に
子
育
て
支
援
施
設
を
設
け
る
若
年
・

子
育
て
夫
婦
向
け
の
定
住
化
促
進
住
宅「
ミ

ラ
イ
エ
秦
野
」は
秋
頃
に
入
居
者
を
募
集
し
、

来
年
の
供
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
市
制
施
行
以
来
初
の
人
口
減

少
の
中
で
の
計
画
と
な
る
、
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
が
新
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
厳

し
い
財
政
状
況
で
す
が
、
市
民
と
行
政
が
ま

ち
の
将
来
像
を
共
有
し
、「
質
の
高
い
ま
ち
」

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
末
で
再
編
整
備
の
区
切
り
を
迎
え

る
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
は
、
文
化
・
教
養
・

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
一
体
的

に
提
供
す
る「
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
の
シ
ン

ボ
ル
」と
し
て
、
管
理
・
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

　

鶴
巻
温
泉
駅
南
口
周
辺
の
整
備
は
、
平
成

29
年
度
末
の
完
成
に
向
け
て
引
き
続
き
整
備

を
進
め
ま
す
。
秦
野
駅
北
口
周
辺
は
、
29
年

度
に
完
成
予
定
の
大
秦
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
建
て
替
え
へ
の
補
助
に
加
え
、
ペ
デ
ス

ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
の
延
伸
工
事
な
ど
を
始
め

ま
す
。
ま
た
、
秦
野
駅
南
口
で
は
、
市
施
行

に
よ
る
土
地
区
画
整
理
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
新
東
名
高
速
道
路
の
32
年
度
の
開

通
予
定
を
踏
ま
え
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
必
要
な
用
地
の

取
得
や
、
交
通
の
利
便
性
を
生
か
し
た
新
た

な
市
街
地
ゾ
ー
ン
の
検
討
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
９
月
に
開
設
し
た
観
光
案

施政方針を述べる古谷市長

未来へつなぐまちづくり前
進

 

２
月
25
日
、
市
議
会
第
１
回
定
例
会
で
、

古
谷
義
幸
市
長
が
新
年
度
の
施
政
方
針
を
表

明
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

輝
き
続
け
る
都ま

市ち

の
礎
を

子
育
て
支
援
を
さ
ら
に
充
実

確
か
な
未
来
を
次
世
代
へ

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
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主　な　内　容
◇愛犬の登録と狂犬病予防注射	 （ 2面）
◇公共施設の夜間定期利用	 （ 3面）
◇春風ウオーク2016	 （ 4 面）
◇秦野駅停車のロマンスカーが増発	（ 4 面）

人口と世帯　28．3．1現在
総人口　16万7065 人（前月比	−188）
内　訳	男	8万5378 人（前月比	 −91）
　　　	女	8万1687 人（前月比	 −97）
世帯数　	 6万9667世帯（前月比	 −65）
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４ 月 ６ 日（水）に面接　 生活福祉課
☎（82）7393

●スポーツ教室
◇はじめてエアロビクス　 ４月

４日（月）　 9日～30日の土曜日　11
日（月）　25日（月）　午前 9時半～10
時50分　◇リフレッシュヨガ　 ４月
４日　11日　25日　午後 7時半～ 8
時50分　◇エアロビクス初級　 ４月
5日～2６日の火曜日　午前 9時半～
10時50分　 7日～28日の木曜日　午
後 7時半～ 8時50分　◇ボクシング
エアロ　 ４月 5日～2６日の火曜日　
午後 1時半～ 2時50分　◇タイ式ヨ
ガ　 ４月 ６日～27日の水曜日　午前
9時15分～10時35分　◇健康体操教
室　 ４月 7日～28日の木曜日　午後
1時半～ 2時50分　◇エアロビクス
初中級　 ４ 月 8 日～29日の金曜日
（22日を除く）　午前 9時半～10時50
分　 8日　20日（水）　午後 7時半～
8時50分　◇エアロビクス中級　 ４
月 9日～30日の土曜日　午前11時半
～午後 0時50分　 総合体育館　
各回70人（当日先着順）　 1回４00
円　 開始 1時間前から体育館窓口
へ　 スポーツ振興財団☎（8４）337６

●費用を助成します
　後期高齢者 1日人間ドック
後期高齢者医療制度に加入してい
る方または平成28年度に加入する方
（昭和17年 3 月31日以前に生まれた

童への指導など　 市内在住で、次
のいずれかに該当する方　◇幼稚園、
小・中学校、高校のいずれかの教諭
資格がある　◇保育士の資格がある
　◇大学で心理・教育・社会・芸術・
体育学に相当する課程を修了して卒
業　◇児童福祉施設職員養成校を卒
業　◇ 2年以上児童福祉事業に従事
した　※臨時職員は各資格がない方
も対象　人数　①臨時職員　 3人程
度　②厚生員　 1人程度　勤務日な
ど　①月10～13日　②月15日（99時
間勤務）または1６日（88時間勤務）　
いずれも土・日曜日の勤務あり。午
前 9時～午後 5時（勤務場所により
異なります）　報酬（予定）　①時給
925円　②月額 9万1575円または 8
万1４00円　任用期間　① ４月 1日～
30日（児童館職員の欠員に伴う再任
用もあり）　② 5月 1 日～平成29年
3 月31日　 履歴書を 3月22日（火）
までに〒257―00４2寿町 3 ―12はだの
こども館内こども育成課へ本人が持
参　※②は 3月25日（金）に面接　
こども育成課☎（81）7011
●生活保護ケースワーカー
勤務内容　パソコンでの保護費支給
処理、戸別訪問など　 社会福祉士
または福祉事務所でケースワーカー
の経験があり、普通自動車運転免許
を持つ方　人数　 2人　勤務日など
　週 ４日　午前 9時～午後 5時　報
酬（予定）　月額17万9200円　任用期
間　 5月 1日～平成29年 3 月31日　
履歴書を 3月28日（月）までに市役
所 2階生活福祉課へ本人が持参　※

●環境放射能・放射線の状況
　昨年 ４月から 9月までに実施した、
放射性物質濃度、空間放射線量、保
育園・学校給食の被ばく量の測定で
は、国が示す基準を超えたものはあ
りませんでした。なお、測定結果は
市ホームページで公表しています。
　 くらし安全課☎（82）9６25
●野鳥のひなを拾わないでください
　親鳥が子育てをする ４月から 7月
までは、巣立ちしたばかりのひなが
地面に降りて飛ぶ練習をしています。
野鳥を連れ帰って飼育することは法
律で禁止されていますので、見守っ
てあげてください。　 環境保全課
☎（82）9６18
●活動費を補助
　被災地支援ボランティア活動
市内に活動拠点があるグループ内
の 5人以上が平成27年10月から28年
3 月までに被災地で行う活動　※支
援物資搬送のみを除く　対象経費　
市から被災地までの往復車両燃料費、
有料道路通行料、被災地までの車両
借上料　補助額　対象経費の 2分の
1 以内（上限額 1回20万円、年30万
円）　 申請書（市役所 2階地域福祉
課、市ホームページにあります）を
3月22日（火）までに地域福祉課へ持
参　 地域福祉課☎（82）7392
●ご協力ありがとうございました
　日本赤十字社社資と共同募金
平成27年度日本赤十字社社資　1501
万58６６円の善意は、日本赤十字社神
奈川県支部を通じて災害救援活動、
医療・血液事業などに活用させてい
ただきます。　 日本赤十字社秦野
市地区（地域福祉課）☎（82）7392
平成27年度赤い羽根共同募金　1552
万20４1円の善意は、県共同募金会を
通じて社会福祉施設の整備や福祉活
動などに活用させていただきます。
　 共同募金秦野市支会（社会福祉
協議会）☎（8４）7711

●児童館の厚生員・臨時職員
勤務内容　児童館の管理・運営、児

肇氏（㈶日本自然保護協会講師）　⑦
10月1６日　自然観察会の作り方　県
立自然環境保全センター職員　⑧11
月20日　野鳥、実習、修了式　藤井
幹氏（日本鳥類保護連盟）　午前 9時
半～11時４5分（①②⑧は午後 3時半
まで）　 30人（申し込み先着順）　
表丹沢野外活動センタ―☎（75）0725
●春うらら表丹沢林道エコハイク

４ 月 9 日（土）午前 8時４5分集
合～菜の花台（ごみ拾い）～午後 ４時
　※雨天のときは1６日（土）　 林道
を 5時間程度歩ける小学生以上15人
（申し込み先着順。小学 3年生以下
は保護者同伴）　 100円
図書館☎（81）7012
●対面朗読サービスを実施します
　希望する本を音訳ボランティアが
読み上げます。　 午前10時～午後
3時　 1回 2時間　 市内在住・在
勤・在学で、視覚障害や老眼などで
文字を読むのが困難な方　 障害者
等利用者登録をし、希望日の1４日前
までに予約

●福祉の充実のために（ 1月 1 日～
31日）　現金 3 件　 2 万7６51円　寄
付された方（敬称略）　吉田吉雄　秦
野ふる里会　ダンスサークル舞の会

● ３ 月28日（月）から
　下水道部の一部の業務が移転
　 ４月に水道局と下水道部が統合す
るため、下水道部の一部の業務が水
道局庁舎（曽屋830− 1 ）に移転しま
す。　移転する業務　下水道使用料、
下水道事業受益者負担金、下水道指
定工事店と責任技術者、排水設備、
汚水・雨水管の埋設状況、汚水・雨
水施設の維持管理に関することなど
　 下水道総務課☎（81）４113
●忘れずに
　軽自動車やバイクなどの手続き
　軽自動車税は、 ４月 1日現在の所
有者などに課税されます。廃車や他
人に譲渡したときの名義変更は、 3
月末までに手続きをしてください。
また、バイクなどが盗難に遭った方
は、警察への盗難届とは別に、廃車
の手続きをしてください。なお、納
税通知書は 5月上旬に発送します。
　 市民税課☎（82）5129
●確認できます
　土地や家屋の評価額
　自分の土地や家屋の
評価額が適正かどうか、
縦覧帳簿で周辺の評価
額と比較できます。　 ４ 月 1 日
（金）～ 5月31日（火）　※日曜日、祝・
休日、第 3土曜日を除く（第 3土曜
日の翌日は閲覧可）　 市役所 2階
資産税課　 納税者または代理人
（委任状が必要）　※運転免許証や保
険証など、本人確認ができるものを
持参。固定資産課税台帳は、通年閲
覧できます　 資産税課☎（82）7390

方）　※市民健康診査との重複受診
はできません　 750人（申し込み先
着順）　助成額　 2万円　 申込書
（市役所 2階国保年金課、公民館、
駅連絡所などにあります）を 3月1６
日（水）～〒257−8501国保年金課へ
郵送または持参　 国保年金課☎
（82）5４91

くずはの家☎（84）7874
●いきものおりがみ展
3 月29日（火）～ ４月 2日（土）　午

前 9時半～午後 ４時　※午前10時～
正午に折り紙教室あり
●春の星空教室
４ 月 9 日（土）　午後 ６時半～ 8時

半　 小学生以上４0人（申し込み先
着順。小学生は保護者同伴）
●自然観察指導員養成講座

講師　全 8回（いずれも日曜日）
　① ４月17日　指導員の心得、くず
は峡谷の自然　足立直義氏（ナチュ
ラリスト）　② 5月15日　水生生物
　県水産技術センター研究員　③ ６
月19日　昆虫　厚木市郷土資料館学
芸員　④ 7月17日　岩石地質　生命
の星・地球博物館研究員　⑤ 8月21
日　動物　箱根町立森のふれあい館
元館長　⑥ 9月18日　植物　一寸木

催し案内
カメラクラブ遊友写真展　 3月21日
（月）まで　午前10時～午後 5時（15
日（火）は午後 1時～）　宮永岳彦記
念美術館　竹中☎（81）850４
市ダンス連盟パーティー　 3月20日（日）　午後 2
時～ 5時　本町公民館　500円　山田☎（78）12６7
空手無料体験教室　◇ 3月21日（月）　午前10時～

11時半　ほうらい会館　◇ ４月17日（日）　午後 1
時～ 2時半　本町公民館　各日10人（申し込み先
着順）　錬心舘・本山☎090（39６2）773４
琴修会大正琴無料体験教室　 3月23日（水）　午前
10時～正午　本町公民館　阿蘇☎（78）６４77
邦楽体験教室とコンサート　 3月27日（日）　◇体
験教室　午前10時～11時半　 ４歳以上15人（申し
込み先着順）　◇コンサート　午後 1時～ 2時半
　入場自由　いずれも末広ふれあいセンター　こ
ども邦楽育成会・小瀬村☎（88）05４４
はじめてのリコーダー講座　 3月27日（日）　午後

1時半～ 3時半　本町公民館　20人（申し込み先着
順）　500円　吉原☎（88）６7６9
和泉会「34の個性　自選展」（油彩・
水彩画）　 3月29日（火）～ ４月 3 日
（日）　午前10時～午後 5時（ 3 月29
日は午後 1時～、 ４月 3日は午後 ４
時まで）　宮永岳彦記念美術館　小
泉☎（75）0888
笑いヨガピーナッツクラブ　 3月29日（火）　午後
1時半～ 3時　本町公民館　20人（申し込み先着
順）　500円　榎本☎080（1025）5909

市内の公共施設を利用

本町公民館☎（84）5100
秦野観光写真コンクール入賞作品展　 ４月 1 日
（金）～10日（日）
高齢者ミニ講座「運動で認知症予防」　 ４月13日
（水）　午後 1時半～ 3時　20人
南が丘公民館☎（84）6411
春の自然観察会　 ４月 ６日（水）
午前 9時半公民館集合～震生湖
周辺～午後 3 時　20人　200円
　本町公民館でも受け付け
堀川公民館☎（87）4111
里山ハイキング「北地区自慢のしだれ桜の里」　 ４
月 8日（金）午前 9時渋沢駅改札前集合～午後 3時
半秦野駅　30人　200円
東公民館☎（82）３2３2
よもぎ団子とさくら餅　 ４月1４日（木）　午前 9時
半～午後 1時　15人　６00円
春の自然観察会　 ４月21日（木）午前 8時秦野駅北

口 ４番乗り場集合～菜の花台～午後 3時羽根バス
停　20人　200円
北公民館☎（75）1678
北中学校演劇祭　 3月28日（月）　午前 9時４5分～
正午　100人
パソコンなんでも相談　 ４月 2日（土）　午前 9時
半～正午　パソコン持参
初めての油絵教室　 ４月 5日～2６日の火曜日　全
４回　午前 9時半～午後 0時半　20人　６00円
上公民館☎（87）0212
親子卓球教室　 ４月 3日（日）　午後 1時～ 3時　
親子10組（単独参加可）
アウトドアで燻

くん

製
せい

作り　 ４月17日（日）　午前 9時
半～正午　15人　1200円
リフレッシュ教室　 ４月20日（水）　午後 1時半～
3時半　簡単な体操と楽しい会話　10人
渋沢公民館☎（87）7751
初心者パソコン何でも相談　 3月27日（日）　午後
1時半～ 3時半　パソコン持参
渋沢丘陵ハイク　 ４月1６日（土）午前 9時渋沢駅改
札前集合～頭高山～神山～午後 3時新松田駅　15
人　150円

西公民館☎（88）000３
ブック展「旅アラカルト」　 ４月 1 日（金）～20日
（水）　本の展示と貸し出し
本の会「楽しい本」　 ４月 8日（金）　午前10時半～
正午　読書会　10人　150円
大根公民館☎（77）7421
リズムに合わせて健康体操　 ４月 7日（木）　21日
（木）　午前10時～11時半　６5歳以上　500円
絵本の読み聞かせ　 ４月 9日（土）　午後 1時半～
2時　「999ひきのきょうだいのはるですよ」など
鶴巻公民館☎（76）046３
春休み子ども映画会　 3月30
日（水）　午前10時半～正午　
「キャプテン翼」、「吉四六ど
ん」　100人（当日先着順）
南公民館☎（81）３001
パソコンなんでも相談　 3月22日（火）　午後 1時
半～ 3時半　パソコン持参
キッズガーデン　 3月23日（水）　午前10時～11時
４0分　わらべうたなど　 ４歳以下の親子20組
おもちゃの病院　 ４月17日（日）　午前11時～午後
2時　部品代は実費

公民館だより公民館だより公民館だより
定員のあるものは原則申し込み先着順、
ないものは原則入場自由です。

　　　　終了時間が早まります
休日夜間急患診療所
　平日夜間の終了時間が30分早
くなり、午後11時半までになり
ます。　 曽屋11　診療科目　
内科・外科・小児科　 健康づ
くり課☎（82）9６03または秦野伊
勢原医師会☎（81）5019

※なかじま南公園、県立秦野戸川公園大倉駐車場では実施しません。
健康づくり課☎（82）9６03

　生後91日以上の犬は、登録と年 1回の狂犬病予防注射の接種が義務付け
られています。次の日程の集合注射を受けるか、動物病院などで受けてく
ださい。既に登録済みの犬の飼い主には、日程などを書いたはがきを今月
末に送付しますので、事前に渡している「犬の登録・狂犬病予防注射実施
カード」と一緒に持参してください。
料金　◇初めて登録する犬　６６00円（登録料を含む）　◇登録済みの犬　
3６00円　注意　◇必ず犬を押さえられる方が連れてきてください　◇ふん
は飼い主が責任を持って処理してください

と　　　き と　こ　ろ

４月 ４日（月）
9：15～10：15 渋沢公民館
10：35～11：00 千村児童館
13：30～1４：４0 保健福祉センター

5日（火）
9：15～10：25 カルチャーパーク第 2（文化会館）駐車場
13：30～1４：05 中野健康センター駐車場
1４：25～15：00 下大槻第 2こどもひろば

６日（水）

9：15～ 9：50 さかえちょう公園
10：10～10：４0 県営秦野団地児童公園
11：05～11：25 むろまち公園
13：30～1４：00 須賀神社（羽根71４）
1４：25～15：00 県平塚保健福祉事務所秦野センター

11日（月）

9：15～10：00 東公民館
10：４0～11：20 上公民館下駐車場
11：４0～12：00 菖蒲自治会館
13：30～1４：15 落幡神社（鶴巻南 2 −21）
1４：４0～15：15 鶴巻公民館

12日（火）

9：15～ 9：35 緑水庵（蓑毛2６9）
10：00～10：４5 御嶽神社（名古木４59）
11：10～11：４0 八幡神社（西田原４0４）
13：30～1４：05 南矢名下部自治会館
1４：30～15：00 おおね台すがわら公園

13日（水）

9：15～10：00 国栄稲荷神社（曲松 1 − 3 −11）
10：20～10：50 なかじま北公園
13：30～1４：00 堀山下児童館
1４：20～15：00 蔵林寺（堀山下1153）

18日（月）

9：15～10：00 西公民館
10：20～10：50 学校前連合自治会館
13：30～1４：10 南公民館
1４：50～15：30 大根公民館

19日（火）

9：15～10：05 北公民館
10：25～10：４5 宝泉院(戸川６78)
13：30～1４：05 出雲大社相模分祠駐車場（平沢1221）
1４：30～15：00 嶽神社（西大竹281− 1 ）

忘れずに　愛犬の登録と狂犬病予防注射公共施設の夜間定期利用
4団体が市民向け講座を始めます

　利用の少ない夜間にも施設を有効活用してもらえるよう、営利目的も含
めて利用者を広く募集した結果、 ４月から ４団体が講座を実施します。
脱�力系自習室（不登校・ひきこもり）　 月 2回金曜日　午後 ６時～ 8時　

保健福祉センター　 10人　 月8000円　 池山☎（87）8017（平日の
午後 8時～ 9時）
小�・中学生英語教室　 毎週水曜日　午後 5時～ 5時４5分（中学生は午後
６時～ 7時）　 保健福祉センター　 15人（中学生は12人）　 月3000
円（中学生は5000円）　 ミラー☎080（9４18）385６
パ�ソコン教室　 毎週木曜日　午後 5時～ 7時　 保健福祉センター　
15人　 月４000円　 シルバー人材センター☎（8４）3311
社�交ダンス教室　 毎週金曜日　午後 ６時～ 8時　 曲松児童センター　
20人　 月４000円　 サイトーダンス☎（78）６112

※いずれも申し込み先着順
公共施設再配置推進課☎（82）5122

◇�産婦人科　医師の派遣元である昭和大学の協力により、来年度も常勤医
師 1人、非常勤医師 3人の医師派遣が継続され、「妊婦健診」、「産前産
後ケア」、「婦人科診療」などを行います。なお、分娩は、協力病院へ紹
介することで対応します。
◇�消化器内科　 ４月からしばらくの間、常勤医師が 1人となるため、初診
の方は、かかりつけ医の紹介状と事前の診察予約が必要です。

健康づくり課☎（82）9６03または秦野赤十字病院☎（81）3721

参加者
募集 秦野赤十字病院の診療体制

4 月から

　市は、秦野赤十字病院が分娩業務の再開や医師の確保により、地域
の中核病院としての役割を果たせるよう、引き続き関係機関と共に協
力します。

＝とき　 ＝ところ　 ＝内容　 ＝対象　 ＝定員　 ＝費用
＝申し込み　 ＝締め切り　 ＝問い合わせ
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問い合わせ　観光協会☎（82）8833

問い合わせ　公共交通推進課☎（82）9644

問い合わせ　文化会館☎（81）1211 問い合わせ　森林づくり課☎（82）9631

参加者
募集

参加者
募集

秦野駅に停車するロマンスカーが増発

スケッチハイキング
桜並木と展望台の桜を描く

とき　 3月中旬～ 4月上旬　午後 5時半～　ところ　弘
法山公園、カルチャーパーク前（水無川右岸）
注意　いずれも開花の状況により日程変更あり

とき・ところ　 4月 5日（火）午前 9時秦野駅改札前集合
～（バス）～弘法山公園～弘法山馬場道～午後 3時半　定
員　20人（申し込み先着順）　費用　3000円

とき　 3月26日（土）
　27日（日）　ところ
　弘法山公園　内容
　大師堂ご開帳（26
日のみ）、物販・飲
食コーナーなど

下り

新宿

→

秦野

→

小田原 停車駅
18：30発 19：31着 19：49着 新宿・町田・海老名・秦野・

小田原

22：00発 22：59着 23：16着 新宿・町田・本厚木・秦野・
小田原

上り 23：39着 ← 22：43着 ← 22：26発 小田原・秦野・本厚木・相模
大野・新百合ヶ丘・新宿

金
子
さ
ん
の
作
品

青
木
さ
ん
の
作
品

山
田
和
樹
氏

桜

参加者
募集

問い合わせ　健康づくり課☎（82）9603

問い合わせ　観光課☎（82）9648

問い合わせ　観光協会☎（82）8833

　723点の中から、最優秀賞に当
たる推薦には、金子雅宣さん（寺
山）の作品「楽しいなー」が選ばれ
ました。その他の入賞者は、次の
とおりです（敬称略）。
特選　加藤一男（平沢）　栗原正行
（緑町）　安部公彦（富士見町 4）　

　県内一長い桜並木「はだの桜
みち」を、家族や仲間と一緒に
歩きませんか。正午までにゴー
ルした方には、完歩証と「弘法
の里湯」入浴料割引券（先着1000
人）をプレゼント。また、ゴー
ル付近には桜を楽しみながら食
事ができる飲食ブースやイベン
トもあります。
と�き　 4月 2日（土）　午前 9時
～正午　※受付時間は午前10
時まで
受付場所　秦野駅改札前
コ�ース（約5.6キロメートル）　
秦野駅～今泉名水桜公園～は
だの桜みち（県道平塚秦野線）
～総合体育館

©Marco Borggreve

約
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で
楽
し
い
ひ
と
と
き

　平日夜の秦野駅に停車するロマンスカーが増え、
移動がより便利になります。詳しくは、小田急電
鉄㈱ホームページ（www.odakyu.jp）などで確認
してください。

※�現在秦野駅に停車している16：50新宿発は、ダイヤ改正に伴い、片瀬江ノ島
着になるため停車しません

1万3000円）　本公演のチケット 2枚付き　申し込み　申込書（文化会館にありま
す）に費用を添えて、文化会館へ持参（火曜日と 3月23日（水）を除く）

桜のライトアップ

2015秦野観光写真コンクール

秦野の里地里山フォトコンテスト

特別賞　井ノ本國彦（南が丘 2）　小柴宗子（松原町 2）　丹沢山岳賞　藤
岡正（平塚市）　入選　加藤一男（平沢）　中村彰宏（静岡県）　山﨑秀夫（平
沢）　早野由香（埼玉県）　清野正志（戸川）　小倉節子（東田原）　市川節子
（堀西）　小林昭五（東田原）　久田秋義（海老名市）　石川直興（南が丘 1）
入賞作品の展示　とき・ところ　◇ 4月 1日（金）～10日（日）　本町公民
館　◇ 5月 2日（月）～20日（金）　東公民館　◇ 5月28日（土）・29日（日）
　文化会館

　34点の中から、次の方が入賞・入選
しました（敬称略）。
入賞　青木房雄（北矢名）　小柴宗子
（松原町 2）　小林昭五（東田原）　小平
和男（堀川）　小宮幸雄（春日町）　山口
勇（曽屋）　入選　佐藤節夫（渋沢）　広
瀬奈津美（堀西）　杢中繁子（東田原）
応募作品の展示　とき　 3月18日（金）～25日（金）　ところ　総合体育館

第29回丹沢音楽祭
ブラームス「ドイツ・レクイエム」　合唱団員

　本市出身の世界的な指揮者、山田和樹氏が指揮
する日本フィル交響楽団と一緒に歌いませんか。
とき　平成29年 3 月20日（月）　午後 3時～　とこ
ろ　文化会館　対象　 5月から平成29年 3 月まで
の全30回の練習に参加できる方　◇ソプラノ・ア
ルト　各70人　◇テノール・バス　各30人　いず
れも申し込み先着順　費用　 2万1000円（学生は

3/28（月
）

から

通
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秦野桜まつり

※今年はカルチャーパークでのイベントは実施しません。

入賞おめでとう

「広報はだの」は再生紙を使用しています。
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案内図

東庁舎
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教育庁舎がオープンします！
教育活動と市民相談の拠点を目指して

平成２８年４月１１日（月）から

・構造は重量鉄骨造です。
・階数は地上 ３階建てです。
・�建築面積600.9３㎡、延床面積１,４9７.6４㎡となり、大きさは本庁舎の ５分の
１程度になります。

・駐車場は 6台分、駐輪場は 9台分のスペースがあります。
・昇降機は１３人乗りが １台あります。
・�３ 階屋上に太陽光発電パネルを設置し、全ての照明にＬＥＤを採用するな
ど、地球環境に配慮した建物です。

・�高齢者や身体障害者をはじめ、誰もが不自由なく安全に利用できるバリア
フリーに配慮した建物です。

・�災害時などにも業務を継続できるよう、自家発電装置を備え付けています。

※�今回の移転に伴い空きが生じる西庁舎 ３階などのスペースは、本庁舎の耐震工事の仮移転先として活用する予定ですが、当面の間は、会議室や作業室などと
して活用していきます。

市民相談業務を中心としたフロアーです。
本庁舎の耐震工事中は、本庁舎から各部署
が一時的に移転するスペースとしても活用
する予定です。

教育委員会を中心としたフロアーです。新たな
機能として、教職員のための研究資料室を設置
するとともに、教科書などの展示閲覧コーナー
を設けています。

会議室及び相談室を中心としたフロアーです。大会
議室は、総合教育会議、教育委員会会議、教育に関
する各種研修会などを行います。相談室では就学相
談などの教育相談を行うことができます。

　平成２８年 9 月から着工を予定している本庁舎の耐震工事では、工事の安全
性及び効率性を確保するため、本庁舎の各部署が一時的に移転する仮設庁舎
が必要となります。
　また、この仮設庁舎の建設地は、将来の教育施設等の整備用地として、県
から平成２6年 ３ 月に取得した土地でした。
　こうした背景もあり、仮設庁舎といっても、数億円の経費を費やすことか
ら、耐震工事終了後も継続的に庁舎として使用できるよう、教育施設との両
立を図るため、１５年のリース方式で建設することとしました。

・旧大秦野高校テニスコート跡地（敷地面積１,３6５.99㎡）に建設しました。
・住所は本庁舎と同様の桜町一丁目 ３番 ２号です。

どんな建物？

どんな部署が入って、どんな業務を行うの？

どうして建てたの？

どこにできるの？

新 ４月１１日（月）から事務室の場所が変わります（電話番号などの変更はありません） 旧
教育庁舎 課等の名称 主な業務内容 元の場所

２階

教育総務課 教育行政の総合的な企画調整、教育委員会会議の運営、市立幼稚園の運営、学校等の設置及び管理

西庁舎３階

学校教育課 学級編制、職員人事、通学区域、児童・生徒の就学手続き、就学援助、保健、給食
教育指導課 教育課程・学校運営に係る指導及び助言、教科指導、特別支援教育
教育研究所 学校教育及び社会教育の調査・研究、教育支援教室の運営、教職員研修

生涯学習課
生涯学習施策の総合調整、市民文化振興、公民館・宮永岳彦記念美術館・桜土手古墳展示館の運営、
文化財の保存管理・活用、市史資料の保存管理・活用
※文化財及び市史に関しては、桜土手古墳展示館で所管

１階

※広聴相談課 専門家（弁護士・司法書士・税理士・行政書士など）による市民相談、日常生活における困りごと
相談、消費生活に関する相談、国や県の仕事に対する行政相談 本庁舎１階

消費生活センター

※人権推進課 同和対策事業、人権啓発事業、男女共同参画、社会を明るくする運動、人権擁護委員・保護司・
更生保護女性会、人権相談、女性相談 本庁舎２階

※�平成２8年 4 月 １ 日より、消費生活相談や人権相談など、市民相談業務を一元化するため、広聴相談課（広聴事務を除く）と人権推進課が統合し、組織
名称が市民相談人権課となります。

問い合わせ　財産管理課☎（８2）5121

平成2８年（2016年）3月15日
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利用者負担割合の現状（平成25年度）

税金の負担 12.1億円（89％）

利用者の負担
1．5億円（11％）

－小規模地域施設の移譲と開放－
　児童館や老人いこいの家を地域に譲渡し、地域のニーズに合わせた
運営ができるようにします。
　これまで市が行っていた児童や高齢者へのサービス機能はそのまま
に、市民活動などにも幅広く活用することで、公共施設の機能が拡充
するようにしていきます。
　今後、地域の皆さんのご意見を伺いながら具体的取組を進めます。

－スマートライブラリー実証実験－
　本町公民館の図書室では、平成29年 3 月末（予定）まで、利用する方
が「図書館カード」をかざして入り、自動貸出機・返却機を操作する実
証実験を行っています。図書の紹介やイベントの充実など、より専門
的なサービスの向上につなげるとともに、身近な場所での貸出サービ
スの実施に向けた研究を進めます。
　皆さんからのご意見やご感想をお寄せください。
※�初めて利用するときは、本町公民館の窓口で利用登録が必要です。

－公共施設の利用者負担の見直し－
　文化会館や体育館、公民館など、市民の皆さんが趣味活動などで利
用できる施設59か所について、利用する方が納める使用料をどのよう
にしていくか、市民の皆さんと一緒に考えています。

　利用者負担の見直しにあたっては、子育て世代を応援するため、子
どもの利用の無料化も考えています。昨年の夏休み期間にあわせて、
施設管理などへの影響を検証するための実証実験を行いました。

　市の人口や財政、公共施設の現状について情報共有を図り、施設を
利用する方の率直なご意見をお聞きする場として、本年 1月から 3月
まで、座談会形式で職員との意見交換、参加者どうしの意見交換を行っ
ています。

今後の開催
3 月17日（木）午後 6時半　文化会館
3月19日（土）午後 1時半　南公民館
3月26日（土）午後 1時半　堀川公民館

ご意見の一部
・財政が厳しい中の趣味活動に
利用者の負担は必要だが、施設
間の差が出ないようにしっか
りと使用料を設定して欲しい。
・公共施設は安価で利用できる
ため、皆の利用に役立っている。
今後も利用しやすい施設とな
るよう、十分に考えて欲しい。

■利用者負担の見直しに係る実証実験

■公共施設フォーラム2016

新たな運営方法を研究❷

公共施設の利用者負担を考える❸

広
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老人いこいの家

カードをかざして入室 自動貸出機を操作

座談会形式で開催

公共施設再配置特集

身近な施設が使い
やすくなると便利
になるかも。

ボランティア活動から
趣味活動まで幅広く使
えるね。

最初は使い方に戸惑う
かもしれないけれど、
慣れれば簡単だね。

実験をはじめてから
の利用者は増えてい
るよ。

入場者が前年より
増えました。

❶地域のニーズに合った施設運営

平成23年度～27年度の公共施設再配置の取組の実績（見込み）
■公共施設の床面積　約2,200㎡削減
　（学校の教室に換算すると約30教室分）
■床面積の削減に伴う効果額　約11億円

10年後には84％が「築30年以上」に
　人口急増期に集中して建ててきた公共施設は、老朽化が進行しています。そのため、公共施設は、大規模な
修繕や改修のために多額の財源が必要になってきます。市では、財政運営がより厳しいものとなる中で、床面
積を削減しながら公共施設の機能を適切に維持していくための取組を進めていますが、平成27年度における主
な取組を紹介します。

「未来につなぐ市民力と
職員力のたすき」

丹沢つなぐ君

進んでいます老朽化 進めています公共施設の再配置

みらいちゃん

※大人・子どもの合計

つなぐ君

「秦野市公共施設の再配置に関する方針」と「秦野市公共施
設再配置計画」は、本年 2月26日に日本計画行政学会が行
政・民間を問わず優れた計画を表彰する「第16回計画賞」
の最優秀賞を受賞しました。

主な施設 入場者（前年比）
中央運動公園水泳プール 50,290人（↑7.8％）

おおね公園温水プール 8,350人（↑12.1％）

実証実験中

問い合わせ　公共施設再配置推進課☎（82）5122

平成28年（2016年）3月15日
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